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SillHa、orcoaを活⽤して患者との信頼関係を築く！

説得⼒のあるリスク評価と実践的なコミュニケーション術
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1998年 奥⽻⼤学⻭学部卒業
     医療法⼈寛友会浅賀⻭科医院勤務
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⽇本⼝腔インプラント学会
⽇本インプラント臨床研究会
国際⻭周内科学研究会
⽇本ヘルスケア⻭科学会
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0202 医院紹介

診療チェア：8台
スタッフ：⻭科医師 ３名
     ⻭科衛⽣⼠ ４名（育休�1名）
     受付・⻭科助⼿ ５名（パート1名）
     ⻭科技⼯⼠ １名������

2024年11⽉ 関デンタルオフィス 移転
移転後� JR常磐線南柏駅東⼝徒歩２分
�    テナント1F

2008年4⽉ 関デンタルオフィス 開院
開業当初 JR常磐線南柏駅東⼝徒歩２０秒
     テナントビル2F



0202 医院紹介

千葉県柏市南柏
JR常磐線�南柏駅�徒歩２分

⽴地

周辺環境

商業施設やマンションの⼀⾓に⽴地

年齢層

30代〜60代の⽅が中⼼
三世代で通院されている患者様も多い
駅近という事もあり遠⽅から来院や、
近隣の⽅も多くいらっしゃいます。



0303 リスク検査

・導⼊当初に⾊々⼿をつけてしまった
・培養タイプは時間がかかる
・スタッフの負担
・結果のフィードバックが遅くなって
しまう・・・

過去
以前は培養タイプの唾液検査を導⼊検
討していたが上⼿くいかなかった。

サリバテスト



現在

0303

・SillHa
・orcoa
・位相差顕微鏡（picoral)

リスク検査

他院との差別化を図るべく導⼊
仕組み化に成功し、⽇々の診療
で活躍中。



現在

0303

導⼊前にSillHaに関する様々な
セミナーを受講

リスク検査

簡易的でオーラルケアに関す
る６項⽬を短時間で同時測定
できるということで導⼊へ

SillHa



現在

0303

SillHa

リスク検査

2021年4⽉より導⼊

唾液検査の必要性を常々感じて
いたため、短時間で容易にリス
ク検査ができるという事で導⼊

延べ検査数・・・1,888件
2025年3⽉10⽇現在



現在

0303

orcoa

リスク検査

2021年7⽉より導⼊

延べ検査数・・・1,109件
2025年3⽉10⽇現在

SillHa、位相差顕微鏡の簡易
検査を⾏なっていたが、その先
の精密検査として導⼊したいと
いうスタッフからの提案で導⼊
を決めた



0404

当初より課題であった初診カウンセ
リングを導⼊。

初診カウンセリング

・患者の不安点のすり合わせ
・治療前の検査について
・主訴以外の⼼配事
・初期治療の流れ
・GBTについて
・診察券アプリについて
             等々…



0404

検査の重要性について説明

初診カウンセリング

・パノラマレントゲン
・⼝腔内写真（12枚法）
・基本検査
・⻭周基本治療時のリスク検査

気になっているところだけでは
なく全体を検査する理由の説明



0505

新たなリスク検査導⼊のために各種セ
ミナーを院内セミナーとしてスタッフ
全員に受けてもらった。

これまでに新規メニューの導⼊で上⼿
くいかなかった過去もあり、スタッフ
に受け⼊れてもらえるか不安もあった
が、チーフDHが中⼼となり導⼊する
ことができた。

仕組みづくり



0505

基本治療の流れに合わせてリスク検査
を組み込む事で決定。

リスク検査を導⼊している事を事前に
お伝えする事で患者の理解を得ること
ができた。

仕組みづくりは主にDHが担当。

仕組みづくり



運⽤に関してはDHから



PERSONAL DATA

【出身】青森県→東京都→千葉県
【資格】歯科衛生士 / 顎�合学会認定歯科衛生士 他

CAREER

2013年 日本医歯薬専門学校卒業

～2020年 医療法人社団 信英会 森山歯科医院 入職

2016年～ DHマネジメント協会インストラクター、コラムライター
「タイプを知って特別な存在になる」セミナー開催
歯科衛生士が知っておきたい、信頼つくりのためのペーシング」
コラム掲載

2020年～ 関デンタルオフィス 入職 チーフDH歴任

2023年 team flat主催イベント プレゼンターとして「ハイドロキシ
アパタイトを活用した予防プログラム」講演

SEK I � D ENTAL �OF F IC E

自己紹介



関デンタルオフィス

歯科衛生士チーフ：新人教育、新規メニュー導入、SNS担当
カウンセリング（ホワイトニング、トリートメントケア、エステ）

外部チーフとして

関デンタルオフィスで勤務する傍ら、外部チーフ（アドバイザー）
として都内のクリニック様へ介入しております。

活動内容：新人教育、新規メニュー導入のアドバイス、物販販売促進
用スライドの作成、自費メニュー案内動画編集など・・・

SEK I � D ENTAL �OF F IC E

現在の活動は

MY WORKS



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

本日のセミナーの内容

①リスク検査の種類

②SillHa、orcoa活用方法

③症例

④カウンセリング方法

⑤導入前後の変化

⑥まとめ



リスク検査の種類



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

リスク検査の種類

・SillHa

・orcoa

（PG1000、PG2000、TF1000、

TD1000）
・位相差顕微鏡（Picoral使用）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

リスク検査の種類

位相差顕微鏡（Picoral使用）

らせん状菌、運動性桿菌
白血球、赤血球、トリコモナス
など・・・

細菌図鑑を利用しながら説明



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

リスク検査の種類

SillHa

虫歯のリスク、歯周病のリスク、
口臭のリスクがわずか５分で
測定できるので初期治療内で使用。

結果に伴ったフィードバックを行い
保健指導や物販の案内を行います。



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

リスク検査の種類

orcoa

カウンセリングを実施し希望の方へ
レッドコンプレックスのPCR検査を
実施。

PG1000、PG2000、TD1000、
TF1000を導入しています。



SillHa、orcoa活用方法



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

当院でのリスク検査の流れ

当院のリスク検査は初期治療内の
２回目の基本検査で行なっております。

唾液検査の注意事項や費用面などは事前に
行います。

通院回数や流れなどは別途、患者様へ
説明資料をお渡ししております。



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

当院でのリスク検査の流れ

①SillHaの検体採取（精製水でのうがい）

①SillHa ③位相差顕微鏡

④orcoa

PG1000

②基本検査（DentalXで入力）

③位相差顕微鏡（Picoral）

④SillHa検査結果、基本検査結果、
位相差顕微鏡の動画をお見せしながら
orcoaカウンセリング



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

虫歯菌の多い方
・歯科医院でのクリーニング
・キシリトールガム50％以上含むものを噛む
・糖分の摂取回数
・１日１回は丁寧にみがく

歯の健康（カリエスリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

酸性度の高い方
・食後すぐに歯磨き
・寝る前の飲食を控える
・ダラダラ食べを控える
・フッ素塗布の処置を定期的に受ける

歯の健康（カリエスリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

緩衝能が低い方
・一口30回以上噛む
・糖分摂取の回数を減らす
・酸性化しやすい炭水化物、糖分の摂取回数を
控える
・水分をたくさん取るようにする（利尿作用の
無い物）

歯の健康（カリエスリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック 歯の健康（カリエスリスク）物販

①フッ素入歯磨剤 ②ハイドロキシアパタイト ③キシリトール

チェックアップスタンダード等 リナメルホームケア プラクリア

Pos-Ca F

キシリトールタブレット



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

白血球の多い方
・歯科医院での歯周治療
・１日１回の丁寧な歯磨き
・ダラダラ食べを控える
・喫煙を控える（受動喫煙を含む）

歯茎の健康（歯周病のリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

タンパク質が多い方
・歯科医院での歯周治療
・１日１回の丁寧な歯磨き
・デンタルフロス、歯間ブラシを使う
・ダラダラ食べを控える

歯茎の健康（歯周病のリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

①殺菌系歯磨剤 ③デンタルフロス

systema SP-Tジェル PG STOP

歯茎の健康（歯周病のリスク）物販

②洗口液

HABITPRO ONESHOTPRO

フロアフロス スタートアップフロス



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

細菌の住処となる歯垢を落とす
・正しいハミガキ
・デンタルフロス、歯間ブラシ
・唾液分泌を促す
・舌磨き
・入れ歯の清掃など

口�清潔度（口臭のリスク）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのフィードバック

口臭ケア用品

HI-ZAC tooth paste mouth rince

口�清潔度（口臭のリスク）物販

Rスプレー 舌ブラシ BREO EX



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

orcoaのフィードバック

現在のリスクが低い
基本検査の結果（EPPやBOP）で、数値的に
歯周病のリスクが高ければ、T.f、T.d菌の
検査をご案内。

PG1000（0～999）グリーン



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

orcoaのフィードバック

歯周トラブルにつながる菌リスクがあるた
め、歯科医院での歯周状態検査とP.g.菌の変
化を確認していただくために、 積極的な受診
をおすすめいたします。

当院では除菌治療（歯周内科）をご提案。

PG1000（1000～2999）オレンジ



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

orcoaのフィードバック

歯周トラブルにつながる菌リスクが高いの
で、P.g.菌を減らすための口�ケアが必要と
考えます。 積極的に歯科医院の受診をし、歯
科医の指示に従ってください。 

当院では除菌治療（歯周内科）をご提案。

PG1000（3000～5000）レッド



HABITPRO ONESHOTPROファンギゾンシロップ

SEK I � D ENTAL �OF F IC E

orcoaのフィードバック 歯周内科（除菌治療について）

アジスロマイシン 舌ブラシ



症例



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初期治療時に使用

50代、男性、既往歴なし
初期治療を実施し、SillHa測定

SillHa、orcoa（P.g、T.f、T.d)

歯の健康：酸性度、緩衝能
歯茎の健康：白血球、タンパク質
歯の健康に関しては適切なカリエス処置、
TBI、SC等の実施。



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初期治療時に使用

位相差顕微鏡の結果

運動性桿菌、赤血球、白血球：＋＋＋
SillHa
歯茎の健康：白血球、タンパク質
基本検査の結果：EPP、BOP 16.0%
orcoa（P.g、T.f、T.d）3菌種の検査を実施

赤血球 白血球

検査２回目検査表　BOP：16.0%



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初診時のパントモ



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初期治療時に使用

orcoa（P.g、T.f、T.d）の結果

P.g.菌の検出結果 : 646 

T.d.菌の検出結果 : 473 

T.f.菌の検出結果 : 2837 



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初期治療時に使用

結果のフィードバック

アジスロマイシンの投薬
4ブロックに分けたSRP

物販：SP-Tジェル、AX44M、
歯間ブラシ等

アジスロマイシン

SP-Tジェル AX44M 歯間ブラシ



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

初期治療時に使用

歯周治療、フィードバックの結果

T.f.菌の初回結果 : 2837 

T.f.菌の歯周治療後結果 : 917

初期治療後のメインテナンス間隔は
２ヶ月に一度で来ていただいている。



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

その他の利用方法

インプラント治療前のリスク検査

検査結果により、投薬や除菌治療を
実施。メインテナンス来院頻度を決定
している。
基本は３菌種のみ実施。PG1000と
PG2000が検出された場合も当院では
アプローチが同じのため未実施。

菌の検出がなくても、オペ前の患者様
の安心材料になります。

PG1000 TD1000 TF1000



カウンセリング方法



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

リスク検査のチェアタイム

導入・問診 SillHa
唾液採取

基本検査 位相差顕微鏡 フィードバック
次回アポイント

合計30〜45分

4分 1分 5分 5分 15分〜



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのカウンセリング方法

事前に唾液検査の実施について告知

実施率をあげるためには、実施の
タイミングをあらかじめ設定する

歯周基本治療について資料配布
事前に唾液検査実施について説明



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのカウンセリング方法

AIDMAの法則

AIDMAの法則とは、消費者が商品などのモノを認知してそこから実際に購入に
つながるまでの「消費活動」の仮説です。

A I D M A
Attention
（認知）

Interest
（興味）

Desire
（欲求）

Memory
（記憶）

Action
（行動）



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHaのカウンセリング方法

お渡ししている資料について

アークレイ様より無料で使用できる資
料があるのでそちらを使用。

2時間前からの飲食、歯磨き、洗口、
喫煙の制限。
費用をお伝えする。



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

orcoaのカウンセリング方法

orcoa以外の検査結果の説明

基本検査の結果（EPP、BOP）
位相差顕微鏡の動画説明
SillHaの検査結果（白血球、タンパク）

結果に基づいてorcoaのカウンセリング。
既往歴や家族歴などの情報も参考にします。

EPP、BOPの結果

位相差顕微鏡

SillHa





orcoa
オルコアは院内でPCR検査ができる装置です！

⻭周病菌の親⽟であるポルフィロモナス・ 

ジンジバリス（通称Pg菌）を測定することが

できるPCR装置です。 専⽤のキットを使うこと

で簡単に⾼精度で 測定することが可能になり

ました！ 

⼤阪⼤学⼤学院⻭学研究科予防⻭科学教室

の開発協⼒を得て製品化に成功しました。



Red Complexとは
⻭周病を引き起こす重要な細菌です。

⻭周病菌は数⼗種に及ぶ種類がありま

す。 これらを⻭周病に関連の深い順に

６つのグループに⾊分けしています。 

中でも頂点部の⾚⾊（レッドコンプ

レックス）グループの３つの菌種は

特に病原性が⾼いことで知られて

います。



Pg菌とは
レッドコンプレックスの中で最も病原

性の⾼い菌がPg菌です！ 

酸素を嫌う性質があり、⻭周ポケット

の奥深くに⽣息しており⻭ブラシで

除去できません。 

栄養源は⾎液で、⾚⾎球ヘモグロビン

のヘミン鉄が⼤好物で出⾎があると

どんどん増殖していきます。



位相差顕微鏡では・・・
位相差顕微鏡で確認できるのは Td菌

（スピロヘータ）のみで レッドコンプレッ

クスの中でも最も 悪性度が⾼いのは

P.g菌なのですが、 P.g菌は動きがない

ため、顕微鏡検査 では判別することが

できません。 

P.g菌の有無を正確に把握するために

は、新型コロナウイルスの流⾏で

昨今よく⽿にする「PCR検査」が

必要になってきます。



全⾝疾患との関連性
誤嚥性肺炎 

動脈硬化 

⼼筋梗塞・脳梗塞 

アルツハイマー型認知症

低体重児出産・早産 

糖尿病



PCR検査が必要な理由

治療の効果を判定できる。

適切な通院間隔の参考になり再発、

悪化予防。

治療効果の⾼い薬剤が選択できる。

ターゲットとなる⻭周病菌に対して効

果の⾼い薬剤の使⽤により治療の効果

が向上。 

⻭周病リスクに応じた予防ができる。

未病の状態で発症、悪化の予測が可能。 



⻭周内科療法とは

ハビットプロ 

CPC、GK2、TXAで殺菌、抗炎症作⽤

アジスロマイシン （抗⽣物質） 

３⽇間服⽤すると、⻭周病菌や原⾍の存

在が減少し⼝腔内の環境を改善すること

ができます。 

ファンギゾンシロップ（抗真菌薬）

⻭周病の原因の⼀つであるカンジダ

というカビを駆除することが可能です。



⻭周内科をオススメする理由
お⼝の中の状態を

⻭のクリーニング（スケーリング） をした

場合、⽇数を置かないと献⾎はできませ

ん。 ⻭ぐきから出⾎すると、やぶれた⾎

管から体中に⻭周病菌がまわり、菌⾎症

をおこしてしまうからです。 

⻭周内科治療は、

リ セ ッ ト する、⻭ぐきと全⾝の健康の 

ためのスタートラインです。



オルコアをオススメする理由

種類

施設コスト

検査時間

検出限界

作業内容

検査結果

測定原理

⼀般的な遺伝⼦検査

10,000∼30,000円

2週間∼1ヶ⽉

10∼100個/μl

検体採取・梱包・発送

菌数詳細

PCR検査

オルコア

2,000円

45分

100個/μl

検体採取

菌数概要・ランプ表⺬・説明⽤紙

PCR検査



リスクに応じたメインテナンス
ハイリスクの場合、⻭周内科療法により除

菌後⻭周治療を⾏います。 

Pg菌が検出されなくても位相差顕微鏡

の検査結果により除菌する場合もあり

ます。 

除菌後も定期的な検査は必要です。 

1、2年に⼀度のPCR検査により維持

できているか確認しましょう。 

リスク状態によりメインテナンス間隔

を決定しております。



リスク⾼＋

確定検査

スクリーニング

リスク⾼ リスク中＋ リスク中 リスク低

リスク⾼（＋）… １R 
リスク中（＋）…２R 
リスク低……３R以上 
※⾍⻭のリスクが⾼い場合、
別途ご説明致します。

��

��

��

��

未��

未�� �� 未��未��

未��

PG2000

アジスロマイシン
ファンギゾン 
ハビットプロ

使⽤後はPG STOPへ移⾏

PG1000

アジスロマイシン
SP-Tジェル
ハビットプロ

TD1000

TF1000

TD1000

ハビットプロ
SP-Tジェル

アジスロマイシン



〇〇様の場合は〜 YES!

SEK I � D ENTAL �OF F IC E

カウンセリング時のポイント

①チェアの位置 ②自分ごとにしてもらう ③YESセット、うなづき

背後から

90度

SillHaは初診の方ほぼ100%の実施率



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

カウンセリング時のポイント 相手のタイプを知る

コントローラー プロモーター

アナライザー サポーター

NLP優位感覚

コーチングタイプ分け
視覚優位 聴覚優位 体感覚優位



導入前後の変化



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHa、orcoa導入前

位相差顕微鏡検査のみだった

定量化、数値化できない
評価が主観的
除菌治療後の結果説明も同様



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHa、orcoa導入後

数値化出来る事で説得力が増した
患者アプローチの正当性を評価できる

SillHaは現在、初診のタイミングのみで
の実施だが今後はリコールのタイミング
での実施も検討しています。

orcoaはリコール後もEPP、BOP数値の
悪化により再検査を行なっています。



DH〇〇 DH〇〇 DH〇〇 DH〇〇 DH〇〇 DH〇〇

DH〇〇 DH〇〇 DH〇〇 キャンセル

SEK I � D ENTAL �OF F IC E

導入後の歯周治療離脱の評価として

担当者名
次回アポイントの有無
キャンセル・中断

初診 SC、TBI 検査② オルコア結果 SRP 〜 初回リコール

スプレッドシートの活用

担当からのSMS
アポイントない場合は受付で
中断・キャンセル理由の確認



まとめ



P D

CA
SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHa、orcoa導入について

PDCAサイクル 継続したブラッシュアップ



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

SillHa、orcoa導入について

ミーティングの固定化 リスク検査を勧める基準、
タイミングを決める



SEK I � D ENTAL �OF F IC E

患者様との信頼関係

自信を持って物販がすすめられる 数値化できるツールで信頼感UP





0606 リスク検査導⼊後の変化
⻭周治療

Sil lHa、orcoa導⼊により
基本治療中の患者離脱率が減少。

・短時間で提供できる
・数値化により説得⼒アップ
・分かりやすいフィードバック



0606 リスク検査導⼊後の変化
経営

2021年4⽉導⼊
延べ検査数・・・1,888件
2025年3⽉10⽇現在
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2021年　計752

現状は初診の⽅へ検査をして
いただいているが、導⼊当初
は既存患者へも検査をすすめ
ていた為に件数が多くなって
います。

SillHa
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SillHa

0606 リスク検査導⼊後の変化
経営

2022年　計462 2023年　計283

DH不足の時代

このあたりからは新患のみの実施ですが
コンスタントに検査できています
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SillHa

0606 リスク検査導⼊後の変化
経営

2024年　計324 2025年　計67（2025年3月10日現在）

各種検査など、詳しく診てもらえるといった口コミによる
紹介で来院される患者様も多くいます。



0606 リスク検査導⼊後の変化
経営

2021年７⽉導⼊
延べ検査数・・・1,109件
2025年3⽉10⽇現在

使⽤検査キット
（PG1000、PG2000、
TF1000、TD1000）
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46orcoa
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0606 リスク検査導⼊後の変化
経営 orcoa

2022年　計344

39
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2023年　計221

DH不足の時代
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0606 リスク検査導⼊後の変化
経営

2024年　計339 2025年　計63(2025年3月10日現在）

44

DH数や入れ替わりなどの影響で検査数が少ない時期もありますが
初期治療の担当DHが分散するよう調整しながら改善しています



スタッフ

0606 リスク検査導⼊後の変化

・⾃信を持ったフィードバック
・物販の案内
・患者との信頼関係構築

患者
・説得⼒のあるメンテナンス間隔
・患者⾃⾝のリスク管理
・予防の変化の理解
（三次予防→⼆次予防→⼀次予防）



物販売上

0606 リスク検査導⼊後の変化
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物販売上

0606 リスク検査導⼊後の変化
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物販売上
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物販

0606 リスク検査導⼊後の変化
ディスプレイ、POP作製

Sil lHa、orcoa導⼊後
物販について改めて取り組み開始

ディスプレイを受付、各DHユニットへ
配置。

それぞれに担当DHが⼿描きPOP等を
つけて物販が提案しやすくなるように
⼯夫。



仕組み化して良かったこと

0707 まとめ

スタッフが検査を勧めやすくなった
物販が安定して出るようになった
リコール率もアップ

SillHa、orcoaの両⽅を導⼊したこと
により簡易検査からの精密検査の仕組
みを作ることができた。
治療のモチベーション、リコールにも
繋がっております。



導⼊済の医院様へ

未導⼊の医院様へ

0707 最後に・・・

まずは資料請求から
デモンストレーションを受け導⼊後の
仕組みづくりをディスカッション。

仕組み化されていないようであれば
是⾮仕組み化をご検討ください。



ご清聴ありがとう
ございました！


